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木造住宅

耐震改修工事

の手引き



● 名古屋市では、昭和56年（1981年）5月以前に着工した木造住宅に対して、無料で耐震

　 診断を行っています。　　　　　　　（3階建て以上、プレハブ、ツーバイフォー工法等は対象外）

　 ※構造、規模によっては診断できない場合があります。
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※掲載した事例は、平成23年度に名古屋市へ補助金申請のあったものです。耐震改修工事は、住宅の状況や改修

の工法等により費用や工事期間等が異なりますので、あくまでも参考としてご活用ください。
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耐震相談員派遣制度

住宅などの耐震対策についてアドバイスを行うため、耐震相談員を派遣します。

相談できる内容
住宅を始めとする建築物の耐震診断・改修などの耐震対策に関すること

（相談時間は1～2時間程度。耐震診断を行うものではありません。）

無料

TEL｜052-972-2787

名古屋市の無料耐震診断の結果、判定値1.0未満と診断された木造住宅

（段階的改修の1段階目は判定値0.7未満）

＊    非課税世帯：住宅所有者の世帯全員が、過去2年間、市民税の課税を受けていない世帯

※a 判定値1.0以上にする工事（最低、判定値0.3以上加算）  

※b 判定値0.7以上、判定値1.0未満にする工事、又は2階建ての1階部分のみを判定値1.0以上にする工事   

※c 判定値1.0以上にする工事   

申請者（住宅所有者）との契約により耐震改修工事を実施した工事施工者が、申請者の委任を受

け、補助金の受領を代理で行うことができる制度です。この制度を利用することで、申請者は工事

費と補助金の差額分のみ用意すればよくなるため、当初の費用負担が軽減されます。

＊

※b

※c

※a

名古屋市等の支援制度
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5弱 5強 6弱 6強 7

大　破

中　破

小　破

無被害

倒　壊

被害

震度

揺れているときに家全体が横方向に変形した大きさを意味します。

修復の可能性と被害状況被害の様子

ほぼ無被害

● 仕上げのモルタル、漆喰などに

　軽微なひび割れが発生する場合がある。

● 壁紙にしわが寄ることがある

継続使用可・軽微な補修要

● 部分的なタイルの剥離

● 窓周辺のモルタルなどにひび割れ

● 壁紙の部分的破損

● 瓦のずれ、部分的落下

多くの場合避難生活
かなりの修復費用が発生

● 外壁の剥離、脱落

● 窓、扉の開閉不具合

● 内装仕上げの剥離

避難生活・修復困難

● 内外装の激しい剥落

● 大きな柱の傾き

● 窓、扉の損壊

● 余震による倒壊の可能性

命を落とす危険性大

● 室内空間がなくなる

● 近隣への影響大

● 火災発生の可能性大

※

1cm以下

1～5cm

5～10cm

10cm以上

変形

変 形

変 形

変 形

変 形

出展：井戸田秀樹、嶺岡慎悟、梅村恒、森保宏：在来軸組木造住宅における一般耐震診

断の評点と損傷度の関係

耐震改修促進のための意思決定支援ツールに関する研究（その１）、

日本建築学会構造系論文集 第612号、pp.125132,2007年2月

耐震改修チャート
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●地震で受ける被害は地震の大きさと判定値の関

係から決まります。この関係を示したのが「耐震

改修チャート」です。

●震度6弱の地震を想定した場合、判定値が0.4

の住宅は倒壊し、命を落とす危険性が高いです

が、判定値1.0の住宅は中破の被害となり、命が

守られる可能性が高いです。

耐震診断について

判定値と被害の程度
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●上の図は、東海地震と東南海地震が同時に発生した時の建物の全壊率と判定値の関係を示し

たものです。全壊率とは、その建物が大破あるいは倒壊の被害を受ける確率を表しています。

●地点ごとに全壊率が異なるのは、震源からの距離や地盤の強さに違いがあるためです。

●全壊率は判定値が高いほど低く、0.3から0.7の間で急激に低くなっています。

全
壊
率
（
％
）

判定値

出典：東南トラフ巨大地震が発生した際の評点別全壊率　名古屋大学森研究室
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※研究に基づく参考

つぶれた建物の下敷きになる。 道路をふさぎ、避難等に影響がでる。 火災が発生する。

建物が倒壊すると、

以下のような危険性が高くなります。

名古屋市

（港区役所）

名古屋市

（市役所）

豊橋市

（震度7地点）
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名古屋市の木造住宅耐震改修助成（令和元年度）を利用した工事の費用を示しています。（戸建てのみ）

150～200万円
最多価格帯

名古屋市の木造住宅耐震改修助成（令和元年度）を利用した工事の期間を示しています。（戸建てのみ）
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●「あいち耐震改修推進事業者リスト」

※あいち耐震改修ポータルサイトに掲載

●「耐震改修工事実施者の一覧」

※愛知県建築物地震対策推進協議会（推進協）のウェブサイトに掲載

● 打ち合わせの中で依頼してもよいと思われれば、正式にご依頼ください。あいまいな返事をして、

建築士等が業務を開始すれば、料金を請求される場合があります。書面による契約等を事前に

結んだほうが安心です。

● 契約等をする前に、複数から見積もりを取ることも一つの方法です。

● 建築士や施工業者等に依頼する場合は、相談料や見積費用は有料か 、どの段階で料金が発

生するか等を、事前に確認してください。

※建築士、施工業者等との間で、万一契約上のトラブルが生じても、名古屋市は責任を負いません。

※住宅に関するトラブルや不安などについての相談は「公益財団法人住宅リフォーム・紛争処理支援センター」にご相談ください。

 ｜電話相談窓口｜0570-016-100 （PHSや一部のIP電話からは03-3556-5147）｜ウェブサイト｜http://www.chord.or.jp

建築士や施工業者等に依頼する時の注意

あいち耐震　設計者を探す 検索

推進協　実施業者一覧 検索

● 判定値が低いと、地震により住宅が元の形には戻らなかったり、倒壊して命を落とす危険性が高

くなります。地震後の修復の度合いや避難生活の必要の有無などを考慮し、耐震改修工事の目

標とする判定値を建築士等と相談しましょう。

● なお、名古屋市の助成制度にある、判定値0.7以上とする段階的改修工事は、倒壊を防ぐ（大

破で止める）ことで、命を守ることを目標とした補強を行うものです。

お知り合いの建築士に相談するか、以下の名簿等を参考に建築士を決めましょう。

耐震改修助成を利用した耐震改修工事までの手順（例）
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建築士に
相談

改修計画案
の検討

（設計契約）

耐震改修工事
の見積り

補助金
申請

耐震改修工事
契約・着工

設計目標とする判定値を決めましょう

総戸数：105戸

総戸数：105戸

※令和2年2月末時点のデータです。

※令和2年2月末時点のデータです。



（補助金90万円）※H23当時 （補助金90万円）※H23当時

　 屋根の軽量化（葺き替え）



（補助金90万円）※H23当時 （補助金90万円）※H23当時



きんけつ





この用紙は、古紙パルプを含む再生紙を使用しています。　　R2.4

げんちく


